
6一般質問　第7号

深
町　

国
に
お
い
て
は
、
公

立
小
中
学
校
の
図
書
整
備
が

進
む
よ
う
19
年
度
か
ら
の
５

年
間
を
「
学
校
図
書
館
整
備

５
カ
年
計
画
」
と
定
め
て
い

る
。

　

本
市
の
19
年
度
及
び
20
年

度
の
地
方
交
付
税
措
置
額
に

対
す
る
図
書
購
入
費
は
何
％

か
。
ま
た
、
司
書
の
身
分
や

給
与
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

教
育
長　

図
書
購
入
費
は
そ

れ
ぞ
れ
基
準
財
政
需
要
額
の

48
％
、
33
％
で
あ
る
。
司
書

補
は
、
22
年
度
か
ら
３
町
全

て
臨
時
職
員
と
し
、
賃
金
は

12
万
円
程
度
で
あ
る
。

高
校
存
続
に
向
け
た
　

　
　
　
　
　
方
策
は

市
長
／
活
性
化
協
議
会
へ　

　
　
　

支
援
を
継
続
す
る

深
町　

本
市
で
は
、
少
子
化

の
進
行
な
ど
に
よ
り
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
高
校
が
見

ら
れ
る
。

　

地
域
住
民
は
、
高
校
存
続

を
願
っ
て
い
る
が
、
方
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
学
校
の
活
性
化
協
議

会
へ
支
援
を
継
続
す
る
。

　

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い

る
高
校
再
編
問
題
は
深
刻
化

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の

で
、
高
校
再
編
関
係
市
町
村

長
か
ご
し
ま
県
連
絡
会
に
加

入
し
、
問
題
点
や
解
決
策
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
裏
サ
イ
ト
の
監
視
体

制
東　

梅
雨
、
台
風
期
で
災
害

発
生
が
予
想
さ
れ
る
。
各
河

川
の
寄
州
除
去
や
堤
防
補
修

な
ど
、
河
川
維
持
の
対
策
を

示
せ
。　
　
　

市
長　

県
管
理
河
川
は
、
県

単
河
川
等
防
災
事
業
実
施
要

教
育
長
／
20
年
度
は
基
準
財
政
需
要
額
の

　
　
　
　

33
％
で
あ
る

図
書
費
の
充
足
は河

川
の
維
持
・
管
理

　
　
　
　
　
対
策
を
示
せ

市
長
／
現
地
調
査
を
踏
ま
え
対
応
す
る

深町　幸子		議員東　　兼喜		議員

九玉小学校図書室で読書中の児童



7 一般質問　第7号

望
を
提
出
し
、
24
カ
所
の
事

業
を
要
請
し
て
い
る
。

　

市
管
理
河
川
は
、
地
元
の

要
望
や
現
地
調
査
を
実
施

し
、
河
川
維
持
費
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
な
ど
で

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

東　

河
川
愛
護
作
業
の
取
り

組
み
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

市
民
の
参
加
で
環
境

保
全
や
災
害
防
止
が
図
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
堅
持
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

し
て
い
な
い
か

市
長
／
制
度
改
正
に
よ
る
低

　
　
　

下
は
聞
い
て
い
な
い

東　

施
設
な
ど
を
含
め
介
護

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
声
が
あ
る

が
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

市
長　

17
年
度
か
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
行
う
な
ど

要
介
護
者
の
能
力
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
介
護
す
る

制
度
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
懸
念
す
る
報
道
な
ど

一
時
期
あ
っ
た
が
、
県
や
市

町
村
を
通
じ
て
必
要
な
説
明

が
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
声

は
聞
い
て
い
な
い
。

柚
木　

価
格
低
迷
で
の
茶
業

へ
の
対
応
と
今
後
の
施
策
を

問
う
。

市
長　

本
年
度
の
１
番
茶

生
産
額
は
、
昨
年
度
よ
り

16
億
２
０
０
０
万
円
減
の

67
億
８
０
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
２
番
茶
以
降
は
、
品
質

重
点
生
産
を
目
指
し
、
生
産

調
整
中
刈
・
深
刈
及
び
優
良

品
種
へ
の
改
植
を
進
め
る
。

ま
た
、
経
費
削
減
対
策
や
経

営
分
析
に
よ
る
経
営
改
善
対

策
指
導
を
進
め
る
。
今
後
は
、

工
場
の
合
理
的
再
編
を
視
野

に
調
査
を
行
い
、安
心・安
全・

信
頼
さ
れ
る
茶
を
目
指
し

※
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ケ
イ
ギ
ャ
ッ

プ
）
な
ど
の
認
証
を
取
得
し
、

生
産
者
自
ら
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

※
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ

　

か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物

認
証
制
度
で
、
県
が
安
全
・

安
心
基
準
を
策
定
し
、
こ
れ

に
沿
っ
て
行
う
生
産
工
程
管

理
の
取
り
組
み
を
外
部
機
関

が
審
査
・
認
証
す
る
。

債
務
不
履
行
に
よ
り
返
還

を
求
め
な
い
の
は
な
ぜ
か

市
長
／
工
期
延
長
の
契
約
を

　
　
　

交
わ
し
た
た
め

柚
木　

市
道
大
川
門
之
浦
線

市
長
／
品
質
重
点
生
産
と
経
営
改
善
を

　
　
　

指
導
す
る

茶
業
へ
の
対
策
を
示
せ

の
不
適
切
な
事
務
処
理
と
契

約
期
日
ま
で
に
建
物
な
ど
の

収
去
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
補
助
対
象
外
事
業
扱

い
に
な
り
損
害
が
発
生
し

た
。
市
長
は
、
期
日
ま
で
に

収
去
し
な
い
場
合
は
契
約
に

よ
り
全
額
返
還
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を

し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　

相
手
方
が
期
日
を
指

定
し
、収
去
の
確
約
が
あ
り
、

工
期
延
長
の
契
約
を
交
わ
し

た
の
で
、
返
還
請
求
を
し
な

か
っ
た
。
ま
た
、
確
約
書
の

効
力
を
含
め
、
今
後
、
返
還

で
き
な
い
か
弁
護
士
に
相
談

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

柚木　茂樹		議員

河川愛護作業を行う市民

乗用型茶摘機で一番茶を摘む茶農家



8一般質問　第7号

峯
苫　

地
域
住
民
の
憩
い
と

交
流
の
場
や
観
光
施
設
と
し

て
一
部
供
用
開
始
さ
れ
た

が
、
そ
の
利
用
状
況
は
ど
う

か
。

市
長　

公
園
15
・
９
ha
の
う

ち
、
８
・
７
ha
が
供
用
開
始

さ
れ
た
が
利
用
者
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。

峯
苫　

多
く
の
方
が
訪
れ
る

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

竹
迫　

県
道
霜
出
南
別
府
線

は
、
松
山
の
広
域
農
道
か
ら

市
道
竹
迫
仁
田
尾
線
ま
で
の

間
が
一
部
未
整
備
で
幅
員
も

狭
く
危
険
で
あ
る
。

　

特
に
旧
二
松
中
か
ら
市
道

竹
迫
仁
田
尾
線
ま
で
の
間

は
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
が
２
カ
所

あ
り
、
交
通
事
故
も
発
生
し

て
お
り
大
変
危
険
で
あ
る
。

　

こ
の
道
路
改
良
は
地
域
住

民
の
切
な
る
願
い
で
あ
り
、

今
後
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

未
整
備
区
間
の
早
期

着
手
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
川
辺
地
区
総
合
開

発
期
成
会
な
ど
を
通
じ
て
知

事
に
要
望
書
を
提
出
し
、
南

薩
地
域
振
興
局
長
に
も
整
備

の
必
要
性
を
強
く
要
請
し
て

い
る
。

　

旧
二
松
中
学
校
ま
で
は
、

歩
道
設
置
が
さ
れ
て
い
る
が

一
部
狭
く
な
っ
て
お
り
、
以

市
長　

案
内
板
設
置
や
地
域

住
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
、

自
然
生
態
や
自
然
と
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
公
園
づ
く
り

に
努
め
る
。

峯
苫　

ど
の
よ
う
な
生
・
植

物
が
繁
殖
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
水
質
検
査
の
結
果
、
全

窒
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
原
因
と
対
策
を
示

せ
。

市
長　

平
成
17
年
度
に
生
態

系
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。
水
質
に
つ

い
て
は
畜
産
排
水
や
肥
料
な

ど
の
混
入
に
よ
り
全
窒
素
分

が
多
く
見
ら
れ
る
。
今
後
も

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
環
境
に
注
視

し
て
い
き
た
い
。

峯
苫　

維
持
管
理
費
が
前

年
度
に
比
べ
約
２
倍
の

７
７
４
万
円
で
あ
る
が
、
完

成
後
は
ど
の
程
度
が
見
込
ま

れ
る
か
。

市
長　

一
部
供
用
開
始
に
よ

り
、
芝
生
・
植
栽
・
ト
イ

レ
管
理
の
維
持
費
が
増
え

て
い
る
が
、
完
成
後
は
約

９
８
９
万
円
程
度
が
見
込
ま

れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

南
は
カ
ー
ブ
も
多
い
。
ま

た
、
県
道
沿
い
の
鶏
卵
販
売

所
に
車
が
停
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
大
変
危
険
な
所

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
一
日
も
早
い
整

備
を
要
請
し
て
い
く
。

魅力ある
塘之池公園を目指せ
市長／自然を生かした
　　　公園づくりに努める

県
道
霜
出
南
別
府
線
の

　
　
　
　
　
　
早
期
整
備
を

市
長
／
県
に
強
く
要
請
す
る

峯苫　勝範		議員

竹迫　　毅		議員

利用できるようになった塘之池公園の多目的広場

整備が待たれる霜出南別府線



9 一般質問　第7号

大
薗　

本
市
の
農
業
振
興
を

図
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

市
内
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
の
販
売
が
あ
る
。

頴
娃
や
知
覧
か
ら
の
農
産
物

も
増
え
て
い
る
「
川
辺
や
す

ら
ぎ
の
郷
」
で
は
、
少
量
多

品
目
の
生
産
者
の
中
心
は
、

高
齢
者
や
女
性
農
業
者
で
あ

り
、
健
康
で
農
業
に
従
事
し

見
合
っ
た
収
入
を
上
げ
て
い

る
。
全
国
の
農
産
物
販
売
所

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
所
も
あ
り
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
と
の
連
携
や
新
し

い
感
覚
で
、
頴
娃
地
域
や
知

覧
地
域
に
も
事
業
展
開
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

頴
娃
・
知
覧
で
も
こ

れ
ま
で
、
市
の
施
設
や
Ａ

蔵
元　

旧
知
覧
町
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
青
森
県
平
川
市
と

の
交
流
は
、
ね
ぷ
た
祭
、
青

少
年
国
内
派
遣
事
業
を
通
し

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
特
産
物
の
販
売
な
ど

経
済
的
交
流
を
一
層
進
め
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

平
川
市
と
は
、
昨
年

８
月
３
日
に
新
た
に
交
流
協

定
を
結
び
な
お
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
盟
約
で
は
、

コ
ー
プ
な
ど
で
販
売
を
行
っ

て
い
る
。
県
内
で
も
販
売
所

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
の
施
設
で
は
厳
し
い
経
営

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
地
域
の
条
件
や
需
要
な
ど

を
考
慮
し
、
農
家
自
ら
が
運

営
を
行
う
よ
う
な
地
域
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

新
し
い
販
売
所
の
設
置
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
武
道
が
必
修
と
な
る
中
学

校
教
育
の
取
り
組
み

「
今
後
相
協
力
し
て
教
育
文

化
を
は
じ
め
産
業
振
興
な
ど

の
交
流
を
は
か
り
相
互
理
解

を
深
め
繁
栄
と
進
展
を
も
た

ら
す
た
め
一
層
の
努
力
を
す

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
平
川
市
の
農
林
祭
り

に
参
加
し
お
茶
の
宣
伝
販
売

も
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
し
教
育
文

化
を
は
じ
め
経
済
的
交
流
な

ど
一
体
的
な
相
互
交
流
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
頴
娃
准
看
護
学
校
の
管
理

運
営

・
亀
甲
城
周
辺
の
整
備

平川市との
　　　一層の交流を
市長／盟約に基づき、
　　　　　経済的交流を図る

頴
娃
・
知
覧
地
域
に

　
　
　
　
農
産
物
販
売
所
を

市
長
／
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

蔵元　慎一		議員

大薗　秀己		議員

新鮮な野菜が並ぶ川辺やすらぎの郷

りんごの無料配布に顔がほころぶ市民



10一般質問　第7号

加
治
佐　

幹
線
で
あ
る
県
道

を
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
と

考
え
る
。
特
に
、
県
道
石
垣

喜
入
線
の
未
整
備
地
区
は
、

安
全
性
確
保
の
た
め
県
へ
整

備
を
要
請
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

県
に
お
い
て
は
、
南

薩
縦
貫
道
を
は
じ
め
、
数
々

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

県
道
石
垣
喜
入
線
の
未
整

備
区
間
（
青
戸
変
電
所
か
ら

折
尾
自
治
会
）
の
早
期
着
手

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４

月
に
折
尾
自
治
会
長
か
ら
要

望
書
が
提
出
さ
れ
、
同
年
４

月
に
南
薩
地
域
振
興
局
長
に

市
長
名
で
「
早
期
整
備
着
手

に
つ
い
て
の
要
望
」
を
行
い

整
備
の
必
要
性
を
強
く
要
請

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
知
覧
町
　
南
別
府

青
木
　
　
勝

　

松
山
校
区
公
民
館
で
は
、

年
間
行
事
の
中
で
、
毎
年
１

回
議
会
傍
聴
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
が
選
ん
だ

議
員
が
市
民
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
一

部
分
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
な

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
辺
地
区
総
合
開
発

期
成
会
な
ど
を
通
じ
て
県
知

事
に
要
望
書
の
提
出
も
行

な
っ
て
い
る
。

　

整
備
の
早
期
着
手
に
向

け
、
今
後
も
引
き
続
き
要
請

し
て
い
く
。

　
　
　
知
覧
町
　
東
別
府

山
元
　
春
喜

　

マ
ス
コ
ミ
、
ド
ラ
マ
な
ど

で
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら

初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。
何

か
な
い
と
な
か
な
か
行
け
な

い
の
で
す
が
、
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
穏
や
か
な
応
答
の
中
に

も
緊
張
感
が
あ
り
、
充
実
し

た
議
会
傍
聴
で
あ
り
ま
し

た
。

県道整備を急げ

市長／早期着手に向け
　　　要請する

〝
傍
聴
者
の
声
〟

次の議会は9月1日開会予定
“手続き簡単” 本館2階で住所・氏名などを書くだけ

議会
を傍聴してみませんか。

加治佐　民生		議員

未整備区間の県道石垣喜入線

多くの傍聴者が訪れた６月議会




